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(57)【要約】
【課題】縦と横の画素数が同一である正方形の解像度を
有する液晶表示装置において、同一の画像情報を有して
様々な方向の画像を表示することができる液晶表示装置
及びその駆動方法を提供する。
【解決手段】縦横が同じ画素数である正方形の解像度を
有し、複数の画素を含む表示板と、１フレームの第１画
像に対する第１画像信号を格納し、表示制御信号によっ
て前記第１画像に対して表示形態が変更された第２画像
に対応する第２画像信号を出力する信号処理部と、前記
信号処理部から出力された前記第２画像信号をデータ電
圧に変換して前記画素に供給するデータ駆動部とを有す
る。
【選択図】　　　図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦横が同じ画素数である正方形の解像度を有し、複数の画素を含む表示板と、
　１フレームの第１画像に対する第１画像信号を格納し、表示制御信号によって前記第１
画像に対して表示形態が変更された第２画像に対応する第２画像信号を出力する信号処理
部と、
　前記信号処理部から出力された前記第２画像信号をデータ電圧に変換して前記画素に供
給するデータ駆動部とを有することを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記第１画像信号を格納するメモリ部をさらに有することを特徴とする請求項１に記載
の表示装置。
【請求項３】
　前記信号処理部は、前記表示制御信号によって前記メモリ部に格納された前記第１画像
信号の出力開始点と出力進行方向とを変換した前記第２画像信号を出力することを特徴と
する請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記第２画像は、少なくとも１つの基準軸に対して前記第１画像の位置を変更した表示
形態を有することを特徴とする請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記基準軸は、ｘ軸、ｙ軸、ｙ＝ｘの直線、またはこれらの組み合わせからなることを
特徴とする請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記表示制御信号を格納するレジスタをさらに有することを特徴とする請求項１に記載
の表示装置。
【請求項７】
　前記メモリ部は、ＤＤＲＡＭ（Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄａｔａ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓ
ｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）であることを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項８】
　縦横が同じ画素数である正方形の解像度を有する表示装置の駆動方法において、
　１フレームの画像信号を受信して格納する段階と、
　前記画像信号に対応する第１画像の表示形態を設定する段階と、
　前記第１画像の表示形態を設定する段階にて設定された方向に従って格納される前記画
像信号の順序を変換して出力する段階と、
　前記画像信号の順序を変換して出力する段階にて出力された画像信号によって第２画像
を表示する段階とを有することを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　前記第１画像の表示形態を設定する段階は、前記第１画像に対する対称変換の基準軸を
設定することを特徴とする請求項８に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　前記第１画像の表示形態を設定する段階は、ｘ軸、ｙ軸、ｙ＝ｘの直線及びこれらの組
み合わせの内の少なくとも１つを前記基準軸として設定して前記第１画像を対称変換する
ことを特徴とする請求項９に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１１】
　前記第１画像の表示形態を設定する段階は、設定された前記基準軸によって前記画像信
号の出力開始点及び出力進行方向を決定することを特徴とする請求項１０に記載の表示装
置の駆動方法。
【請求項１２】
　前記１フレームの画像信号を受信して格納する段階は、前記第１画像が表示されるよう
に前記画像信号を受信することを特徴とする請求項１１に記載の表示装置の駆動方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置及びその駆動方法に関し、特に、同一の画像情報を有して様々な方
向の画像を表示することができる液晶表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、パーソナルコンピュータやテレビなどの軽量化及び薄形化が進み、表示装置も軽
量化及び薄形化が要求されており、このような要求に応えて陰極線管（ＣＲＴ）がフラッ
トパネル表示装置に代替されている。
　このようなフラットパネル表示装置には、液晶表示装置（ＬＣＤ）、電界放出表示装置
（ＦＥＤ）、有機発光表示装置、プラズマ表示装置（ＰＤＰ）などがある。一般的に能動
型フラットパネル表示装置は、行列状に配列された複数の画素が行列状に配列され、与え
られた画像情報に従って各画素の輝度を制御することによって画像を表示する。
【０００３】
　このようなフラットパネル表示装置は、画像の表示形態を変換して表示することも可能
である。この場合、フラットパネル表示装置は、外部からその画像の表示形態によって異
なる順序で画像情報を受信する。
　特に、フラットパネル表示装置の中でも正方形の解像度、つまり、縦と横の解像度が同
一であるフラットパネル表示装置の需要が増加し、正方形の解像度を有するフラットパネ
ル表示装置の場合にも上記のように画像の表示形態によって異なる順序で画像情報を受信
しなければならない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　そこで、本発明は上記従来のフラットパネル表示装置における問題点に鑑みてなされた
ものであって、本発明の目的は、縦と横の画素数が同一である正方形の解像度を有する液
晶表示装置において、同一の画像情報を有して様々な方向の画像を表示することができる
液晶表示装置及びその駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するためになされた本発明による表示装置は、縦横が同じ画素数である
正方形の解像度を有し、複数の画素を含む表示板と、１フレームの第１画像に対する第１
画像信号を格納し、表示制御信号によって前記第１画像に対して表示形態が変更された第
２画像に対応する第２画像信号を出力する信号処理部と、前記信号処理部から出力された
前記第２画像信号をデータ電圧に変換して前記画素に供給するデータ駆動部とを有するこ
とを特徴とする。
【０００６】
　前記第１画像信号を格納するメモリ部をさらに有することが好ましい。
　前記信号処理部は、前記表示制御信号によって前記メモリ部に格納された前記第１画像
信号の出力開始点と出力進行方向とを変換した前記第２画像信号を出力することが好まし
い。
　前記第２画像は、少なくとも１つの基準軸に対して前記第１画像の位置を変更した表示
形態を有することが好ましい。
　前記基準軸は、ｘ軸、ｙ軸、ｙ＝ｘの直線、またはこれらの組み合わせからなることが
好ましい。
　前記表示制御信号を格納するレジスタをさらに有することが好ましい。
　前記メモリ部は、ＤＤＲＡＭ（Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄａｔａ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓ
ｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）であることが好ましい。
【０００７】
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　上記目的を達成するためになされた本発明による表示装置の駆動方法は、縦横が同じ画
素数である正方形の解像度を有する表示装置の駆動方法において、１フレームの画像信号
を受信して格納する段階と、前記画像信号に対応する第１画像の表示形態を設定する段階
と、前記第１画像の表示形態を設定する段階にて設定された方向に従って格納される前記
画像信号の順序を変換して出力する段階と、前記画像信号の順序を変換して出力する段階
にて出力された画像信号によって第２画像を表示する段階とを有することを特徴とする。
【０００８】
　前記第１画像の表示形態を設定する段階は、前記第１画像に対する対称変換の基準軸を
設定することが好ましい。
　前記第１画像の表示形態を設定する段階は、ｘ軸、ｙ軸、ｙ＝ｘの直線及びこれらの組
み合わせの内の少なくとも１つを前記基準軸として設定して前記第１画像を対称変換する
ことが好ましい。
　前記第１画像の表示形態を設定する段階は、設定された前記基準軸によって前記画像信
号の出力開始点及び出力進行方向を決定することが好ましい。
　前記１フレームの画像信号を受信して格納する段階は、前記第１画像が表示されるよう
に前記画像信号を受信することが好ましい。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係る表示装置及びその駆動方法によれば、表示制御信号に基づいて元の画像の
表示形態を変更して表示することができるという効果がある。
　また、既に１フレームに対する入力画像データが記憶されており、画像が変更されるま
で表示制御信号のみを受信し、所望の形態の画像を表示することができるので、信号処理
時間が短縮することができるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　次に、本発明に係る表示装置及びその駆動方法を実施するための最良の形態の具体例を
図面を参照しながら説明する。
【００１１】
　図面は、各種層及び領域を明確に表現するために、厚さを拡大して示している。明細書
全体を通じて類似した部分については同一の参照符号を付けている。層、膜、領域、板な
どの部分が、他の部分の「上に」あるとするとき、これは他の部分の「すぐ上に」ある場
合に限らず、その中間に更に他の部分がある場合も含む。逆に、ある部分が他の部分の「
すぐ上に」あるとするとき、これは中間に他の部分がない場合を意味する。
【００１２】
　次に、表示装置の一例である液晶表示装置について図１及び図２を参照して詳細に説明
する。
　図１は、本発明の一実施形態による液晶表示装置のブロック図である。図２は、本発明
の一実施形態による液晶表示装置における１つの画素の等価回路図である。
　図１に示すように、本発明の一実施形態による液晶表示装置は、液晶表示板組立体３０
０とこれに接続されたゲート駆動部４００及びデータ駆動部５００、データ駆動部５００
に接続された階調電圧生成部８００、並びにこれらを制御する信号制御部６００を含む。
【００１３】
　液晶表示板組立体３００は、等価回路でみれば複数の信号線（Ｇ１～Ｇｎ、Ｄ１～Ｄｍ

）とこれに接続されてほぼ行列状に配列された複数の画素（ＰＸ）を含む。これに対し、
図２に示した構造によれば、液晶表示板組立体３００は、互いに対向する下部及び上部表
示板（１００、２００）とその間に挟持された液晶層３を含む。
【００１４】
　信号線（Ｇ１～Ｇｎ、Ｄ１～Ｄｍ）は、ゲート信号（走査信号とも言う）を伝達する複
数のゲート線（Ｇ１～Ｇｎ）と、データ電圧を伝達する複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）を
含む。ゲート線（Ｇ１～Ｇｎ）は、ほぼ行方向に延びて互いにほぼ平行であり、データ線



(5) JP 2008-181133 A 2008.8.7

10

20

30

40

50

（Ｄ１～Ｄｍ）はほぼ列方向に延びて互いにほぼ平行である。
【００１５】
　各画素（ＰＸ）、例えば、ｉ番目（ｉ＝１、２、…、ｎ）ゲート線（Ｇｉ）とｊ番目（
ｊ＝１、２、…、ｍ）データ線（Ｄｊ）に接続された画素（ＰＸ）は、信号線（Ｇｉ、Ｄ

ｊ）に接続されたスイッチング素子（Ｑ）と、これに接続された液晶キャパシタ（Ｃｌｃ
）及びストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）を含む。ストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）は、必
要に応じて省略することができる。
【００１６】
　スイッチング素子（Ｑ）は、下部表示板１００に備えられた薄膜トランジスタなどの三
端子素子で、その制御端子はゲート線（Ｇｉ）に接続されており、入力端子はデータ線（
Ｄｊ）に接続されており、出力端子は液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）及びストレージキャパシ
タ（Ｃｓｔ）に接続されている。薄膜トランジスタは、多結晶シリコンや非晶質シリコン
を含むことができる。
【００１７】
　液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）は、下部表示板１００の画素電極１９１と上部表示板２００
の共通電極２７０を２つの端子とし、この２つの電極（画素電極１９１、共通電極２７０
）の間の液晶層３は誘電体として機能する。画素電極１９１は、スイッチング素子（Ｑ）
に接続され、共通電極２７０は、上部表示板２００の全面に形成されて共通電圧（Ｖｃｏ
ｍ）の印加を受ける。図２とは異なり、共通電極２７０が下部表示板１００に設けられて
もよく、その場合には、２つの電極（１９１、２７０）のうちの少なくとも１つを線状ま
たは棒状に形成することができる。
【００１８】
　液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）の補助的な役割をするストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）は、
下部表示板１００に設けられた別個の信号線（図示せず）と画素電極１９１が絶縁体を介
在して重畳して形成され、この別個の信号線には、共通電圧（Ｖｃｏｍ）などの定められ
た電圧が印加される。しかし、ストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）は、画素電極１９１が絶
縁体を媒介としてすぐ上の前段ゲート線と重畳して形成することもできる。
【００１９】
　一方、色表示を実現するためには各画素（ＰＸ）が基本色のうちの１つを固有に表示す
る空間分割方式、各画素（ＰＸ）が時間によって交互に基本色を表示する時間分割方式に
より、これら基本色の空間的、時間的な作用で望む色が認識されるようにする。基本色の
例としては、赤色、緑色、青色など三原色がある。
　図２は、空間分割の一例で、各画素（ＰＸ）が画素電極１９１に対応する上部表示板２
００の領域に基本色のうちの１つを示すカラーフィルタ２３０を備えている。図２とは異
なり、カラーフィルタ２３０は、下部表示板１００の画素電極１９１の上または下に設け
ることも可能である。
　液晶表示板組立体３００には少なくとも１つの偏光子（図示せず）が設けられている。
【００２０】
　一方、このような液晶表示板組立体３００は、列方向画素（ＰＸ）の数と、行方向画素
（ＰＸ）の数が同一である正方形の解像度を有することができ、このような場合、データ
線（Ｄ１～Ｄｍ）の数とゲート線（Ｇ１～Ｇｎ）の数が同一である。
【００２１】
　再び図１を参照すれば、階調電圧生成部８００は、画素（ＰＸ）の透過率に係る全体の
階調電圧または限定された数の階調電圧（以下、基準階調電圧という）を生成する。（基
準）階調電圧は、共通電圧（Ｖｃｏｍ）に対して正の値を有するか、負の値を有する。全
体の階調電圧の個数は、液晶表示装置が表示することができる階調の数と同一であること
ができる。
【００２２】
　ゲート駆動部４００は、液晶表示板組立体３００のゲート線（Ｇ１～Ｇｎ）に接続され
てゲートオン電圧（Ｖｏｎ）とゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）の組み合わせからなるゲート
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信号をゲート線（Ｇ１～Ｇｎ）に印加する。
　データ駆動部５００は、液晶表示板組立体３００のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に接続され
ており、階調電圧生成部８００からの階調電圧を選択し、これをデータ電圧としてデータ
線（Ｄ１～Ｄｍ）に印加する。しかし、階調電圧生成部８００が階調電圧を全て提供する
のではなく、限定された数の基準階調電圧のみを提供する場合、データ駆動部５００は、
基準階調電圧を分圧して所望のデータ電圧を生成する。
【００２３】
　信号制御部６００は、ゲート駆動部４００及びデータ駆動部５００などを制御する。ま
た、信号制御部６００は、入力画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を受信して格納して、制御信号に
よってデジタル画像信号（ＤＡＴ）を生成する信号処理部６５０を含む。このような信号
処理部６５０について後で詳細に説明する。
【００２４】
　このような駆動装置（ゲート駆動部４００、データ駆動部５００、信号制御部６００、
階調電圧生成部８００）の各々は、信号線（Ｇ１～Ｇｎ、Ｄ１～Ｄｍ）及びスイッチング
素子（Ｑ）などと共に液晶表示板組立体３００に集積されることも可能である。これとは
異なり、このような駆動装置（４００、５００、６００、８００）が少なくとも１つの集
積回路チップの形態で液晶表示板組立体３００上に直接装着することができ、フレキシブ
ル印刷回路フィルム（図示せず）上に装着されてＴＣＰ（ｔａｐｅ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｐ
ａｃｋａｇｅ）の形態で液晶表示板組立体３００に付着することもでき、別途の印刷回路
基板（図示せず）上に装着することもできる。また、このような駆動装置（４００、５０
０、６００、８００）は、単一チップで集積することもでき、この場合、これらのうちの
少なくとも１つまたはこれらをなす少なくとも１つの回路素子を単一チップの外側に設け
ることもできる。
【００２５】
　次に、このような液晶表示装置の動作について詳細に説明する。
　信号制御部６００は、外部のグラフィック制御部（図示せず）から入力画像信号（Ｒ、
Ｇ、Ｂ）及びその表示を制御する入力制御信号を受信する。入力画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）
は、各画素（ＰＸ）の輝度情報を含んでおり、輝度は決められた数、例えば、１０２４（
＝２１０）、２５６（＝２８）または６４（＝２６）個の階調（ｇｒａｙ）を有している
。入力制御信号の例としては、垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）と水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ
）、メインクロック（ＭＣＬＫ）、データイネーブル信号（ＤＥ）などがある。
【００２６】
　信号制御部６００は、入力画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）と入力制御信号に基づいて入力画像
信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を液晶表示板組立体３００の動作条件に合うように適切に処理し、ゲ
ート制御信号（ＣＯＮＴ１）及びデータ制御信号（ＣＯＮＴ２）などを生成した後、ゲー
ト制御信号（ＣＯＮＴ１）をゲート駆動部４００に送出し、データ制御信号（ＣＯＮＴ２
）と処理したデジタル画像信号（ＤＡＴ）をデータ駆動部５００に送出する。
【００２７】
　ゲート制御信号（ＣＯＮＴ１）は、走査開始を指示する走査開始信号（ＳＴＶ）とゲー
トオン電圧（Ｖｏｎ）の出力周期を制御する少なくとも１つのクロック信号を含む。ゲー
ト制御信号（ＣＯＮＴ１）はまた、ゲートオン電圧（Ｖｏｎ）の持続時間を限定する出力
イネーブル信号（ＯＥ）をさらに含むことができる。
【００２８】
　データ制御信号（ＣＯＮＴ２）は、一行の画素（ＰＸ）に対するデジタル画像信号（Ｄ
ＡＴ）の伝送開始を知らせる水平同期開始信号（ＳＴＨ）と、データ線（Ｄ１～Ｄｍ）に
アナログデータ電圧の印加を指示するロード信号（ＬＯＡＤ）、及びデータクロック信号
（ＨＣＬＫ）を含む。データ制御信号（ＣＯＮＴ２）はまた、共通電圧（Ｖｃｏｍ）に対
するアナログデータ電圧の電圧極性（以下、共通電圧に対するデータ電圧の極性を略して
データ電圧の極性という。）を反転させる反転信号（ＲＶＳ）をさらに含むことができる
。
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【００２９】
　信号制御部６００からのデータ制御信号（ＣＯＮＴ２）によって、データ駆動部５００
は１つの行の画素（ＰＸ）に対するデジタル画像信号（ＤＡＴ）を受信し、各デジタル画
像信号（ＤＡＴ）に対応する階調電圧を選択することによってデジタル画像信号（ＤＡＴ
）をアナログデータ電圧に変換した後、これを該当データ線（Ｄ１～Ｄｍ）に印加する。
【００３０】
　ゲート駆動部４００は、信号制御部６００からのゲート制御信号（ＣＯＮＴ１）によっ
てゲートオン電圧（Ｖｏｎ）をゲート線（Ｇ１～Ｇｎ）に印加して、該ゲート線（Ｇ１～
Ｇｎ）に接続されたスイッチング素子（Ｑ）をターンオンさせる。すると、データ線（Ｄ

１～Ｄｍ）に印加されたデータ電圧がターンオンしたスイッチング素子（Ｑ）を介して該
当画素（ＰＸ）に印加される。
【００３１】
　画素（ＰＸ）に印加されたデータ電圧の電圧と共通電圧（Ｖｃｏｍ）との差は液晶キャ
パシタ（Ｃｌｃ）の充電電圧、つまり、画素電圧として現れる。液晶分子は画素電圧の大
きさによってその配向が異なり、そのために液晶層３を通過する光の偏光が変化する。こ
のような偏光の変化は、表示板組立体３００に付着された偏光子によって光透過率の変化
として現れ、これによって画素（ＰＸ）は、デジタル画像信号（ＤＡＴ）の階調が示す輝
度を表示する。
【００３２】
　１水平周期（１Ｈともいい、水平同期信号Ｈｓｙｎｃ及びデータイネーブル信号ＤＥの
一周期と同一である。）を単位として該当過程を繰り返すことによって、全てのゲート線
（Ｇ１～Ｇｎ）に対して順次にゲートオン電圧（Ｖｏｎ）を印加し、全ての画素（ＰＸ）
にデータ電圧を印加して、１フレーム（ｆｒａｍｅ）の画像を表示する。
【００３３】
　１フレームが終了すれば次のフレームが開始され、各画素（ＰＸ）に印加されるデータ
電圧の極性が直前フレームでの極性と反対になるようにデータ駆動部５００に印加される
反転信号（ＲＶＳ）の状態が制御される（フレーム反転）。この際、１フレーム内でも反
転信号（ＲＶＳ）の特性によって１つのデータ線を通じて流れるデータ電圧の極性が変わ
ったり（例：行反転、ドット反転）、１つの画素行に印加されるデータ電圧の極性も互い
に異なることができる（例：列反転、ドット反転）。
【００３４】
　一方、本実施形態において、液晶表示装置が正方形の解像度を有する（縦横が同じ画素
数である）場合、使用者の意図に合わせて表示される画像の表示形態を変化させることが
できる。
【００３５】
　次に、図３～図５を参照して画像の表示形態を変化させることができる信号処理部６５
０及びこれを含む液晶表示装置の画像信号処理について詳細に説明する。
　図３は、本発明の一実施形態による信号処理部のブロック図である。図４は、図３に示
した信号処理部を備えた液晶表示装置の動作を示すフローチャートである。また、図５は
、本発明の一実施形態による元の画像に対する様々な表示形態を有する画像と対応する表
示制御信号の関係を示した表である。
【００３６】
　図３に示すように、本発明の一実施形態による信号処理部６５０は、レジスタ６５１及
びメモリ部６５３を含む。
　レジスタ６５１は、外部から入力画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）が示す画像（以下、元の画像
という。）の表示形態を決定する表示制御信号（ＣＤ）及びメモリ部６５３の動作を指示
する制御信号（図示せず）などを受信して記憶、格納する。
【００３７】
　表示制御信号（ＣＤ）は、各画像表示形態に応じてメモリ部６５３の出力開始点（つま
り、出力開始アドレス）及び出力進行方向を指定する。メモリ部６５３は、ＤＤＲＡＭ（
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ｄｉｓｐｌａｙ　ｄａｔａ　ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）であって、１
フレーム単位の入力画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）をビット単位で受信してビット単位のそれぞ
れの入力画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を定められたアドレス（ａｄｄｒｅｓｓ）に記憶する。
このようなメモリ部６５３は、液晶表示板組立体３００の解像度と同一の格納空間を有す
ることができ、これより大きな格納空間を有することも可能である。
【００３８】
　このような信号処理部６５０は、レジスタ６５１に記憶されている表示制御信号（ＣＤ
）によって決められた地点（出力開始アドレス）と方向に基づいてメモリ部６５３の入力
画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を読み取り、これを加工してデジタル画像信号（ＤＡＴ）を生成
する。
【００３９】
　図４を参照して、このような信号処理部６５０の動作をより詳細に説明する。
　信号処理部６５０は、外部からメモリ部６５３の格納領域の大きさ及び入力画像信号（
Ｒ、Ｇ、Ｂ）が書き込まれる出力開始アドレス等に関する情報を受信する。この時、メモ
リ部６５３が液晶表示板組立体３００の解像度より大きな容量の画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）
を受信できる場合、信号処理部６５０は、メモリ部６５３で液晶表示板組立体３００に対
する画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）が書き込まれる領域を定義する（ステップＳ１）。このよう
なメモリ部６５３の全体格納容量と液晶表示板組立体３００に対する画像信号（Ｒ、Ｇ、
Ｂ）の格納容量のような情報はレジスタ６５１に記録することができる。さらに、別途の
レジスタに記録することも可能である。
【００４０】
　次に、信号処理部６５０は、外部のグラフィック制御部（図示せず）から入力される入
力画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を受信する。
　その後、メモリ部６５３への記録を指示する制御信号（図示せず）が入力されると、信
号処理部６５０は、入力された入力画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）をメモリ部６５３に書き込み
始め、１フレームの入力画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）がメモリ部６５３の入力端を通じて決め
られた領域の所定のアドレスに各々書き込まれて格納される（ステップＳ２）。
【００４１】
　１フレームの入力画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の格納が完了すると、表示制御信号（ＣＤ）
が外部から入力されてレジスタ６５１に入力される。その後、レジスタ６５１は、表示制
御信号（ＣＤ）の値に対応するデータを信号処理部６５０に出力する。表示制御信号（Ｃ
Ｄ）の値は、元の画像の所望の表示形態に基づいて使用者によって決定される（ステップ
Ｓ３）。即ち、表示制御信号（ＣＤ）の値を変更することで、使用者はもとの画像に対し
て左右反転した画像（ミラー画像）、または上下反転した画像などを得ることができる。
【００４２】
　図５に示すように、表示制御信号（ＣＤ）は、３ビットのデジタル信号（Ｄ２、Ｄ１、
Ｄ０）であることができ、この場合、表示制御信号（ＣＤ）の値を変更して表示可能な表
示形態の個数は２３、つまり８個であることができる。表示制御信号（ＣＤ）のビット数
は表示しようとする表示形態の個数に基づいて変わる。
　即ち、８つの方向の画像は、元の画像、ｘ軸対称、ｙ軸対称、ｘ軸及びｙ軸対称（原点
対称）、ｙ＝ｘの直線対称、ｙ＝ｘの直線対称及びｘ軸対称、ｙ＝ｘの直線対称及びｙ軸
対称、並びにｙ＝ｘの直線対称及び原点対称変換したものである。
【００４３】
　信号処理部６５０は、表示制御信号（ＣＤ）の値によって可変するデータに基づいて決
められた出力開始点から所定の出力進行方向にメモリ部６５３に記憶された入力画像信号
（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を読み出して出力する（ステップＳ４）。この時、元の画像をそのまま出
力する場合以外は、入力画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の読み出し順序は書き込み順序と異なる
。
　例えば、記録された表示制御信号（ＣＤ）が（０１１）である場合、信号処理部６５０
は、元の画像に対して原点対称の画像を表示するために、メモリ部６５３に記憶された入
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【００４４】
　従って、信号処理部６５０は、読み出し（出力）開始点を下段の右側端の画素（ＰＸ）
とし、その出力進行方向を右側から左側とし、下段の右側端の画素（ＰＸ）に対応する入
力画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）から該当出力進行方向に順次に対応する入力画像信号（Ｒ、Ｇ
、Ｂ）を読み出す。これにより、入力画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の書き込み順序と全く反対
の順序に読み出し動作が行われ、信号処理部６５０は、このような順序の入力画像信号（
Ｒ、Ｇ、Ｂ）を加工してデジタル画像信号（ＤＡＴ）としてデータ駆動部５００に供給す
る。
【００４５】
　データ駆動部５００は、連続的に供給されるデジタル画像信号（ＤＡＴ）を１行単位で
受信してアナログデータ電圧に変換し、第１の画素行からデータ電圧を供給する。
　従って、元の画像の右側端に対するデータ電圧が液晶表示板組立体３００の第１行の第
１列の画素（ＰＸ）に供給されることによって、もとの画像に対して原点対称の画像が液
晶表示板組立体３００に表示される（ステップＳ５）。
【００４６】
　次のフレームで同一の画像をまた他の方向に表示する場合、信号処理部６５０は、外部
から別の入力画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を受信せず、表示制御信号（ＣＤ）のみを受信する
。従って、信号処理部６５０は、表示制御信号（ＣＤ）によってメモリ部６５３に記憶さ
れた入力画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の出力開始点と出力進行方向を、つまり、入力画像信号
（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の出力信号を変化させることによって次のフレームで同一の画像を他の方
向に表示することができる。
【００４７】
　尚、本発明は、上述の実施例に限られるものではない。本発明の技術的範囲から逸脱し
ない範囲内で多様に変更実施することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明の一実施形態による液晶表示装置のブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態による液晶表示装置の１つの画素の等価回路図である。
【図３】本発明の一実施形態による信号処理部のブロック図である。
【図４】図３に示した信号処理部を有する液晶表示装置の動作フローチャートである。
【図５】本発明の一実施形態による元の画像に対する様々な表示形態を有する画像と対応
する表示制御信号の関係を示した表である。
【符号の説明】
【００４９】
　３　　　　液晶層
　１００、２００　　（下部及び上部）表示板
　１９１　　　画素電極
　２３０　　　カラーフィルタ
　２７０　　　共通電極
　３００　　　液晶表示板組立体
　４００　　　ゲート駆動部
　５００　　　データ駆動部
　６００　　　信号制御部
　６５０　　　信号処理部
　６５１　　　レジスタ
　６５３　　　メモリ部
　８００　　　階調電圧生成部
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摘要(译)

解决的问题：提供一种液晶显示装置及其驱动方法，该液晶显示装置具
有具有相同数目的垂直像素和水平像素并且能够以相同的图像信息在各
个方向上显示图像的正方形分辨率。 提供。 具有在垂直方向和水平方向
上具有相同数目的像素并且包括多个像素的正方形分辨率的显示面板被
存储，用于一帧的第一图像的第一图像信号，并且由显示控制信号生成
第一图像。 关于输出对应于其显示形式已经改变的第二图像的第二图像
信号的信号处理单元，从信号处理单元输出的第二图像信号被转换成数
据电压到像素。 并提供数据驱动器。 [选择图]图5
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